
徴
兵
以
前
の
満
十
六
歳
か
ら
満
十
九
歳
ま
で
の
少
年
を
、
実
質
的
に
国
防
の
第

一
線
に
立
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
三
年
か
ら
の
四
年
間
に
三
十
一
万

の
少
年
を
満
州
に
送
り
込
む
計
画
で
あ
っ
た
。

応
募
し
た
少
年
達
は
、
茨
城
県
内
原
に
あ
っ
た
、
日
輪
を
か
た
ど
っ
た
「
日
輪
兵

舎
」
に
住
み
、
徹
底
し
た
国
粋
的
な
農
本
主
義
の
教
育
が
行
わ
れ
、
勤
労
と
軍
隊

的
な
集
団
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
敗
戦
時
に
は
、
さ
な
が
ら
棄
民
と
な
り
、
全
員
故
郷
に
帰
る
事
無
く

無
念
の
涙
を
呑
ん
だ
で
あ
ろ
う
、
残
酷
極
ま
る
政
策
で
あ
っ
た
。

た
0 満

蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
言
っ
て
も
、
恐
ら
く
何
の
事
や
ら
分
ら
な
い
人
が

多
い
で
あ
ろ
う
。

根
上
町
で
、
少
年
の
時
代
に
そ
れ
に
応
募
し
、
厳
し
い
訓
練
の
後
満
州
や
蒙
古

に
渡
り
、
当
時
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
王
道
楽
士
」
を
築
く
筈
で
あ
っ
た
少
年
が
福

嶋
に
二
人
い
た
。
そ
し
て
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
若
く
し
て
死
亡
し
た
。

し
か
も
当
時
、
町
挙
げ
て
の
葬
儀
を
し
な
が
ら
、
戦
争
の
犠
牲
者
と
し
て
登
録

さ
れ
る
事
無
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

高
塚
邦
男
君
と
沖
田
日
出
男
君
の
二
人
で
あ
る
。

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
は
、
広
田
内
閣
の
二
十
か
年
に
百
万
戸
の
移
民

計
画
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
満
蒙
移
民
団
に
次
い
で
昭
和
十
二
年
に
満
蒙
開
拓
青

少
年
義
勇
軍
を
創
設
し
日
満
両
国
の
共
同
国
策
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

ま
た
、
こ
の
勧
誘
に
は
学
校
の
教
師
が
、
家
庭
状
況
を
勘
案
し
て
、
積
極
的
に
働

い
た
と
一
言
声
フ
。
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